
令和5年度 第4回
総合福祉センター

テ ー マルシェを通して障害者雇用事業所や
地域の方と交流を深めよう！

マ

第4回は…

はねマルシェの反省と令和6年度活動内容について協議しました

・もう少し広い場所だったら来場者もゆっくり見
れたのではないか。圧迫感があった
・食事ブースに足が不自由な方の為のスロープや
テーブル、椅子があると良かった
・同じような商品は事業所によって価格設定が違
うので事前に確認できると良い
・広報・開催の規模・開催時間を来年度は再検討
しよう！
・放課後等デイサービスが許可しているお小遣い
金額の把握をして、商品を子供たちが買える金額
にしたい
・他の催しと日程が重なっていた

・赤ちゃんからご高齢の方まで来場されていて活気
があった
・色々な事業所の作品を見ることが出来て良かった
・他の事業所と情報交換ができてよい機会になった
・多くのお客様に事業所の商品を知ってもらえた
・利用者と一緒に販売できたことは利用者本人に
とって良い経験になった
・事業所同士で仕事を依頼しあう話ができた
・コンサート、遊びの場、作品作りなど販売以外の
出店があったのがよかった

良かった点 反省点・改善点

①はねマルシェ反省会

令和6年度もはねマルシェを開催しよう！と就労部会参加者の気持ちが一つにな
りました。利用者も楽しめるようなマルシェを開催できるよう実行委員会を立ち上げ
検討していきます。そのほか活動のテーマに基づき、各事業所の課題を取り上げ事例
検討を行ったり、筑後地区の障害者雇用の現状を知るための勉強会を予定しています。

障害者就労の
現状を知る

企業（雇用主）
が障害者へ求め
ることを知る

はねマルシェ
の開催

就労支援に関
する事例検討

10事業所 12名参加

環境パートナー
事業を続ける

・就労支援による利用者の生きがいづくり
・利用者本人の能力に適した就労先の選択

R6年度のテーマ

具体的な活動内容

②令和6年度活動内容について

環境パートナー事業
活動中の様子


